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データの収集から応用まで、一気通貫での研究
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参加型センシングによる地域の「変化」データの収集
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〇〇が昨日と違うな…

（①変化の発見）

市民A

②データを取得

（写真撮影等）

クラウド
データ
ベース

③アップロード

④データの蓄積

街

③’ 他の人もアップロード

⑤分析・活用

環境が〇〇の

ように変化した！



参加型センシングの例： 「害獣」の出没予測
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痕跡を

撮って共有



参加型センシングで様々な街の状況が捉えられる
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獣害の発生状況
⇒ 害獣の生息域の推定

魚の釣果状況
⇒ 魚の移動分析・予測

桜の開花状況
⇒ 桜前線の分析・予測

ポイ捨てゴミの分布
⇒ 人流誘導・都市計画の立案



中四国地方、といった広い範囲では？
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岡山県

〇〇県

データの収集主体が異なると

“目的が同じであったとしても”

データの共有は難しい

（ことが多い）

気候変動の

調査がしたい

気候変動の

調査がしたい

目的は同じ



釣果等情報の

市民モニタリングと

オープンデータ化
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参加型「位置情報付き写真」収集プラットフォーム
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② スマホを横向きにして撮影

① 「撮影する」 をタップ ③ タグ・コメントをつけ投稿



集めたデータは、オープンデータとして公開
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https://repot-archive.cocolab.jp/

https://repot-archive.cocolab.jp/


中四国の「魚」の情報を集めよう
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「いつ」「どこで」「どんな魚」 が

釣れたのか？の情報を

みんなの力で集める

魚の生息域マップを

シミュレーション

気候変動をモニタリング

今後の分析に役立てる

《ポイント》

一人ひとりの投稿が

少なくても良い！

複数人で補完OK！

《ポイント》

少ないデータからでも

全体を推定する研究が

進んでいます



#中四国魚 タグのデータ収集状況
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1/16時点で 9 件 のデータが集まっている



データ公開・活用の流れ（本試行）
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「レポっと」アプリ

釣り人が釣果等の

写真・情報をアップロード

「レポっと」アーカイブ

独自提供のオープンデータ

ポータルサイト

データ公開作業
（スクリプトで半自動化）

データの目視確認

等

BODIK ODCS等

自治体オープンデータ

ポータルサイト

手作業

公開に適さない情報の確認が手作業だが、

データ公開自体はほぼ自動化できている

BODIK(CKAN) API の活用で

自動化は可能

自動化は技術的には実現可能。情報確認フローやデータ公開フローの「仕組み」の整備が必要

活用



試行を通じて得られた知見

• 「釣り人」ならではのミスマッチ

• 釣り中（船上）は、両手が塞がっておりスマホを頻繁に触るのが難しい

• 「レポっと」では情報信頼性の観点から『事後投稿』を許可していない

⇒リアルタイム・現地で投稿する形式を採用

✓ この方式が、釣り人の釣り行動フローとマッチしていないことがわかった

✓ どのように投稿タイミングを釣り行動フロー組み込んでいくかが今後の課題

• 解決に向けたアイデア

• 船上では「〇〇が釣れた」というイベントをハンズフリーで記録しておき、

帰港後に写真撮影を行うことで、写真データと釣果データを統合する
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試行を通じて得られた知見

• 「釣り人」の動機づけデザイン

• 今回は動機づけのデザインは特に組み込んでいない

✓ 「気候変動への適応」という大きな目的は個人の釣り人のモチベーションになりづらい

✓ 「オープンデータを作る」という発想も、多くの釣り人には意義が伝わらない

✓ 協力するために必要な認知コスト・身体コストの最小化が必要（前ページの内容）

✓ 個人レベル × 即時の動機づけデザインが必要

• 解決に向けたアイデア

• 釣果をSNSなどで披露する釣り人は一定数居る（例：アングラーズ）

⇒釣りSNSやその他SNSへのデータ連携の可能性を模索する

（SNSにも投稿できるし、オープンデータ作成にも貢献できる）

• 釣りSNSでは取れない情報（移動経路×釣果など）で釣り体験に付加価値
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その他の活用事例
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実際の活用事例（奈良県大和郡山市）
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大和郡山市：

https://www.city.yamato

koriyama.lg.jp/soshiki/k

ankyoseisakuka/kankyo

hozen/8589.html

外来生物による

桜の食害の被害が深刻に

↓

木を定期的にモニタリングし、

被害を最小限に留めたい
《位置情報 + 写真データが必要》

https://www.city.yamatokoriyama.lg.jp/soshiki/kankyoseisakuka/kankyohozen/8589.html
https://www.city.yamatokoriyama.lg.jp/soshiki/kankyoseisakuka/kankyohozen/8589.html
https://www.city.yamatokoriyama.lg.jp/soshiki/kankyoseisakuka/kankyohozen/8589.html
https://www.city.yamatokoriyama.lg.jp/soshiki/kankyoseisakuka/kankyohozen/8589.html


実際の活用事例（奈良県大和郡山市）
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